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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光体と、前記感光体を帯電する帯電器と、前記帯電器により帯電された前記感光体を
画像情報に基づき露光する光学系と、前記光学系により前記感光体に形成された静電潜像
をトナーで現像する現像器と、前記現像器により前記感光体に形成されたトナー像を転写
材に転写する転写帯電器と、前記感光体に残留する転写残トナーとともに前記感光体を所
定の電位に収束させるべくトナーの正規の帯電極性とは逆極性の電圧が印加される補助帯
電ブラシと、を有し、前記感光体に形成された静電潜像を前記現像器により現像するとき
前記補助帯電ブラシにより帯電された転写残トナーを前記現像器へ回収可能な画像形成装
置において、
　前記補助帯電ブラシに接触するように設けられ、前記補助帯電ブラシの母線方向に対し
て所定の角度で傾けた平行な複数の第一案内部を有し、前記複数の第一案内部が前記補助
帯電ブラシに接触して、前記補助帯電ブラシに付着した転写残トナーを前記補助帯電ブラ
シの回転に伴いその軸線方向に向けて移動させる第一トナー移動部材と、
　前記第一トナー移動部材が前記補助帯電ブラシに接触する面とは異なる面で前記補助帯
電ブラシに接触するように設けられ、前記補助帯電ブラシの母線方向に対する傾きの角度
が前記複数の第一案内部とは異なる平行な複数の第二案内部を有し、前記複数の第二案内
部が前記補助帯電ブラシに接触して、前記補助帯電ブラシに付着した転写残トナーを前記
補助帯電ブラシの回転に伴い、その軸線方向に関して、前記第一トナー移動部材による移
動方向と逆方向に向けて移動させる第二トナー移動部材と、
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　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第一案内部と前記第二案内部とは、前記補助帯電ブラシの母線方向に対する傾き角
度が逆方向で等しいことを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第一トナー移動部材と前記第二トナー移動部材とが絶縁性の樹脂材質によって形成
されていることを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ，複写機，ファクシミリ等の画像形成装置であって、現像同時クリ
ーニングを行うクリーナレス方式の画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ，複写機，ファクシミリ等の画像形成装置において、専用のクリーニング装置
を持たない、いわゆるクリーナレスの画像形成装置が知られている。感光ドラム（像担持
体）上に形成したトナー像を転写材に転写する際、転写材に転写されないで残ったトナー
（転写残トナー）は、現像同時クリーニングによって回収する。
【０００３】
　現像同時クリ－ニングは、転写後の感光ドラム上の転写残トナ－を次工程以降の現像工
程時、すなわち引き続き感光ドラムを帯電し、露光して静電潜像を形成する。さらに、こ
の静電潜像の現像時にカブリ取りバイアス（現像ＤＣ値と、ドラム上電位の非画像領域の
電位差：Ｖｂａｃｋ）によって現像装置に回収する方式である。こうして回収したトナー
は、再利用が可能である。
【０００４】
　図６に示すクリ－ナレスシステム（クリーナレス方式）においては、転写後のトナーの
履歴、及び帯電、露光、転写の工程で形成された感光ドラム上の電位の履歴を消去するた
めに、２つの補助ブラシ８，７を用いている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　感光ドラム１表面を帯電ローラ２によって帯電し、露光装置３の露光Ｌによって静電潜
像を形成し、この静電潜像を現像装置４によってトナー像として現像する。このトナー像
は、転写ローラ５によって転写材Ｐ上に転写し、その後、定着装置６によって定着される
。トナー像転写後の感光ドラム１表面には、転写残電位や転写残トナーなどが画像履歴（
転写残履歴）として残る。第１の補助ブラシ８及び第２の補助ブラシ７は、これらの画像
履歴を除去するものである。
【０００６】
　第１の補助ブラシ８は、転写残電位及び転写残トナーの消去を、ＡＣ高圧＋ＤＣ高圧を
重畳し高圧を印加して行っている。
【０００７】
　また、第２の補助ブラシ７は、第１の補助ブラシ８を通過した転写残トナ－を帯電ロー
ラ２と同極性に帯電させることで、転写残トナーが帯電ローラ２に付着することを防止す
るようになっている。また、第２の補助ブラシ７は、非画像形成領域（白地部）に対応し
た領域の転写残トナーを現像時に回収できるようにするようになっている。
【０００８】
　このクリーナレス方式によれば、専用のクリーニング装置が不要な分、画像形成装置全
体を小型化でき、廃棄される現像剤も少なくなる。また、プロセスカ－トリッジ方式と組
み合わせることで、サービスメンテナンスが不要で、ユーザ自身でメンテナンスを行うこ
とができ、画像形成装置の保守性を格段に向上させることができる。
【０００９】
　上述のように、クリ－ニングレス方式における画像形成方式は、転写後に、画像履歴消
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去のために画像履歴として残存している電位の除電、及び現像剤の画像履歴の分散化と、
感光体の帯電極性に再帯電する工程含んでいる。
【００１０】
　ところが特許文献１のクリーナレス方式では、画像比率の高い画像を出力したり、高速
で画像を出力したりする場合に、転写残電位や転写残トナーを十分に消去することができ
ない。このため、その後の画像安定性が不安定となる。特に、フルカラーの写真画像のよ
うに画像比率が高い画像を連続出力すると、転写残トナーも多いため、補助ブラシ８に付
着する転写残トナーの量が増加する。
【００１１】
　このような不具合を解消するため、特許文献２には、定期的、または画像形成終了時の
後回転のタイミングで、補助ブラシの目詰まりを除去するような方法が提案されている。
【００１２】
　また、特許文献３には、フリッカー部材を補助ブラシ内部にまで入り込ませて、フリッ
カー部材をレシプロすることによりブラシ内部のトナーを掻き落とす構成が記載されてい
る。
【００１３】
【特許文献１】特開２００４－１１７９６０号公報
【特許文献２】特開２００４－１２６１０２号公報
【特許文献３】特開平０５－０５３４８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献２のような方法では、以下のような問題があった。
【００１５】
　例えば、高画像比率、特に、縦帯状（転写材の搬送方向に沿った帯状の画像）の画像を
連続出力すると、転写残トナーが、一部に集中するため、補助ブラシに局所的な目詰まり
が発生するという問題があった。
【００１６】
　その結果、その部分の画像履歴消去効果が低下することで、帯電部材が転写残トナーに
よって部分的に汚れ、転写残トナーに対する再帯電や感光ドラムの帯電が十分に行えず、
ゴ－スト画像や帯電不良による、濃度変動、地肌かぶりを発生させる原因となる。
【００１７】
　それに対して、特許文献３の構成ではフリッカー部材をレシプロさせることで、補助ブ
ラシの局所的な目詰まりを防止できる。
【００１８】
　しかし、フリッカー部材はトナーを積極的に掻き落とすため、トナー濃度の比率に偏り
のある画像を連続して形成されると、補助ブラシから掻き落とされたトナーが帯電部材を
部分的に汚す問題が発生する。
【００１９】
　このような問題を防止するために、形成される画像にかかわらず、補助ブラシ内のトナ
ーの偏りを防止する必要がある。
【００２０】
　そこで、本発明は、主走査方向のトナー濃度の比率に偏りがある画像を多く出力しても
、補助帯電手段の長手方向における転写残トナーの分布の偏りを小さくすることができる
画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明は、感光体と、前記感光体を帯電する帯電器と、前記帯電器により帯電された前
記感光体を画像情報に基づき露光する光学系と、前記光学系により前記感光体に形成され
た静電潜像をトナーで現像する現像器と、前記現像器により前記感光体に形成されたトナ
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ー像を転写材に転写する転写帯電器と、前記感光体に残留する転写残トナーとともに前記
感光体を所定の電位に収束させるべくトナーの正規の帯電極性とは逆極性の電圧が印加さ
れる補助帯電ブラシと、を有し、前記感光体に形成された静電潜像を前記現像器により現
像するとき前記補助帯電ブラシにより帯電された転写残トナーを前記現像器へ回収可能な
画像形成装置において、前記補助帯電ブラシに接触するように設けられ、前記補助帯電ブ
ラシの母線方向に対して所定の角度で傾けた平行な複数の第一案内部を有し、前記複数の
第一案内部が前記補助帯電ブラシに接触して、前記補助帯電ブラシに付着した転写残トナ
ーを前記補助帯電ブラシの回転に伴いその軸線方向に向けて移動させる第一トナー移動部
材と、前記第一トナー移動部材が前記補助帯電ブラシに接触する面とは異なる面で前記補
助帯電ブラシに接触するように設けられ、前記補助帯電ブラシの母線方向に対する傾きの
角度が前記複数の第一案内部とは異なる平行な複数の第二案内部を有し、前記複数の第二
案内部が前記補助帯電ブラシに接触して、前記補助帯電ブラシに付着した転写残トナーを
前記補助帯電ブラシの回転に伴い、その軸線方向に関して、前記第一トナー移動部材によ
る移動方向と逆方向に向けて移動させる第二トナー移動部材と、を有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によると、主走査方向のトナー濃度の比率に偏りがある画像を多く出力しても、
補助帯電手段の長手方向における転写残トナーの分布の偏りを小さくすることができ、安
定して画像履歴を消去することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面に沿って、本発明の実施の形態について説明する。なお、同一の図面又は異
なる図面において同一の符合を付したものは、同様の構成あるいは同様の作用をなすもの
であり、これらについては、適宜、重複説明を省略している。
【００２４】
　＜実施の形態１＞
　図１に、本発明を適用することができる画像形成装置を示す。同図に示す画像形成装置
は、電子写真方式、接触帯電方式、反転現像方式のレーザビームプリンタであり、最大通
紙サイズはＡ３サイズである。同図は、このプリンタを正面側、すなわちプリンタの操作
時にユーザが位置する側から見た縦断面図に相当する模式図である。
【００２５】
　同図を参照して、プリンタ（以下「画像形成装置」という。）の構成及び動作の概略を
説明する。
【００２６】
　（１）画像形成装置全体の概略構成
　（ａ）像担持体（感光ドラム）
　同図に示す画像形成装置は、像担持体として回転ドラム型の電子写真感光体（以下「感
光ドラム」という。）１を備えている。この感光ドラム１は、感光層として負帯電特性の
有機光半導体（ＯＰＣ）を有している。感光ドラム１は、外径３０ｍｍであり、中心支軸
を中心に１５０～２５０ｍｍ／ｓｅｃのプロセススピード（周速度）をもって同図中の矢
印Ｒ１方向（反時計回り）に回転駆動される。
【００２７】
　図２に感光ドラム１の層構成を模式的に示す。同図における上側及び下側は、実際の感
光ドラム１のそれぞれ外側及び内側に対応している。この感光ドラム１は、アルミニウム
等の導電性を有するドラム基体１ａの表面に、光の干渉を抑え、上層の接着性を向上させ
る下引き層１ｂと、光電荷発生層１ｃと、電荷輸送層１ｄの３層を下側（内側）から順に
塗り重ねた構成をしている。ドラム基体１ａはアースされている。
【００２８】
　（ｂ）帯電手段（帯電ローラ）
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　感光ドラム１の周囲には、帯電手段としての帯電ローラ（接触帯電器）２が配設されて
いる。帯電ローラ２は、感光ドラム１表面に接触するように配設されていて、感光ドラム
１の表面（外周面）を一様に帯電処理するものである。
【００２９】
　この帯電ローラ２は、芯金２ａの外周面に弾性層２ｂを設けて構成されている。帯電ロ
ーラ２は、芯金２ａの長手方向両端部がそれぞれ軸受部材（不図示）により回転自在に保
持されている。また軸受部材は押圧ばね２ｃによって感光ドラム１表面に向けて付勢され
ている。これにより、帯電ローラ２は、感光ドラム１の表面に対して所定の押圧力をもっ
て圧接させており、感光ドラム１の矢印Ｒ１方向の回転に伴って時計回り方向に従動回転
する。感光ドラム１と帯電ローラ２との圧接部が帯電部（帯電ニップ部）ａとなる。
【００３０】
　帯電ローラ２の芯金２ａには帯電バイアス印加電源Ｓ１から所定の条件の帯電バイアス
電圧が印加される。例えば、直流電圧だけの場合や直流電圧に交流電圧を重畳させた場合
などの条件である。回転中の感光ドラム１は、本実施の形態では、その表面（外周面）が
負極性に一様に接触帯電処理される。
【００３１】
（ｃ）情報書き込み手段（露光装置）
　帯電後の感光ドラム１表面は、静電潜像形成手段としての露光装置３によって静電潜像
が形成される。本実施の形態では、露光装置３は、半導体レーザ使用のレーザビームスキ
ャナである。帯電器により帯電された感光体を画像情報に基づき露光する光学系の一例で
あるレーザビームスキャナは、画像読み取り装置（不図示）等のホスト装置から画像形成
装置側に送られた画像信号に対応して変調されたレーザ光を出力して感光ドラム１の一様
帯電処理面を露光位置ｂにおいてレーザ走査露光Ｌ（イメージ走査露光）する。このレー
ザ走査露光Ｌにより感光ドラム１面のレーザ光で照射されたところの電位が低下する。こ
れにより、感光ドラム１表面に順次に静電潜像が形成される。これにより感光ドラム１面
には走査露光した画像情報に対応した静電潜像が順次に形成されていく。
【００３２】
（ｄ）現像手段（現像装置）
　感光ドラム１の回転方向に沿っての露光装置４の下流側には、現像装置４が配設されて
いる。光学系により感光体に形成された静電潜像をトナーで現像する現像器の一例である
現像装置４は、現像剤（トナー）を収納した現像容器４ａ、非磁性の現像スリーブ４ｂ、
マグネットローラ４ｃ、規制ブレード４ｄを有している。
【００３３】
　現像スリーブ４ｂは、その外周面の一部を外部に露呈させて現像容器４ａ内に回転可能
に配設されている。マグネットローラ４ｃは、固定状態（非回転）で現像スリーブ４ｂ内
に挿着されている。規制ブレード４ｄは、現像スリーブ４ｂ上の現像剤の層厚を規制する
ものである。現像容器４ａないには、現像剤として負の帯電特性を有する一成分磁性トナ
ーが収納されている。現像スリーブ４ｂには、現像バイアス印加電源Ｓ２が接続されてい
る。
【００３４】
　上述構成の現像装置４においては、一成分磁性トナーが、時計回り方向に回転される現
像スリーブ４ｂ表面に規制ブレード４ｄによって薄層としてコーティングされる。このト
ナーは、現像スリーブ４ｂの回転に伴って、現像部ｃに搬送される。そして、現像バイア
ス印加電源Ｓ２によって現像スリーブ４ｂに印加された現像バイアスにより、感光ドラム
１表面の静電潜像に対応して選択的に付着される。これにより感光ドラム１上の静電潜像
がトナー像として現像される。本実施の形態では、ジャンピング現像により感光ドラム１
表面の露光明部にトナーが付着されて、静電潜像が反転現像される。
【００３５】
　感光ドラム１表面に付着されないで、現像部ｃを通過した現像スリーブ４ｂ上のトナー
は、引き続く現像スリーブ４ｂの回転に伴い現像容器４ａ内の現像剤溜り部に戻される。
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【００３６】
　（ｅ）転写手段（転写ローラ）
　転写手段としては、感光ドラム１表面に接触配置された転写ローラ５が使用されている
。感光ドラム１表面と転写ローラ５との間には、転写部ｄが形成されている。給搬送手段
（不図示）によって転写部ｄに搬送されてきた転写材Ｐは、感光ドラム１と転写ローラ５
とによって挟持搬送される。このとき、転写ローラ５に対し、転写バイアス印加電源Ｓ３
から感光ドラム１上のトナーの正規帯電極性である負極性とは逆極性である正極性の転写
バイアスが印加される。これにより、感光ドラム１上のトナー像が転写材Ｐに順次に静電
転写されていく。
【００３７】
　（ｆ）定着手段（定着装置）
　トナー像転写後の転写材Ｐは、感光ドラム１表面から分離され、定着装置（不図示）に
搬送される。転写材Ｐは、ここで加熱された定着ローラ（不図示）とこれに当接された加
圧ローラ（不図示）によって挟持搬送される。このとき、転写材Ｐは加熱・加圧されて、
表面にトナー像が定着される。トナー像定着後の転写材Ｐは、画像形成物（プリント、コ
ピー）として画像形成装置本体（不図示）の外部に排出される。
【００３８】
　本発明においては、感光ドラム１の回転方向に沿っての転写部ｄの下流側で、かつ帯電
部ａの上流側に、第１の画像履歴消去手段８とその下流側に第２の画像履歴消去手段７と
を備えている。
【００３９】
（ｇ）第１の画像履歴消去手段（第１補助帯電手段）
　第１の回転履歴消去手段８は、感光ドラム１表面に接触した状態で矢印Ｒ８方向に回転
する回転ブラシ８Ａを有している。感光体に残留する転写残トナーとともに感光体を帯電
すべくトナーの正規の帯電極性とは逆極性の電圧が印加される補助帯電ブラシの一例であ
る回転ブラシ８Ａの回転方向は、感光ドラム１表面に接触する部分が、感光ドラム１表面
とは逆方向に移動する方向である。
【００４０】
　回転ブラシ８Ａは、感光ドラム１の中心軸（回転中心）よりも上方において、感光ドラ
ム１表面と接触している。つまり、感光ドラム１表面と回転ブラシ８Ａとの接触部ｅが、
感光ドラム１の中心軸よりも高い位置に設定されている。これにより、回転ブラシ８Ａの
回転によって画像履歴を消去し、一部の現像剤を剥ぎ取った際に、現像剤の飛散、落下が
発生しにくくなる。さらに、回転ブラシ８Ａを囲むハウジング８ａ内に現像剤が堆積され
にくくなる。
【００４１】
　また、回転ブラシ８Ａの周速度をＵｂ（ｍｍ／ｓｅｃ）、上述の感光ドラム１の周速度
をＵｄ（ｍｍ／ｓｅｃ）としたときに、Ｕｂ／Ｕｄ≦１の速度比になるように、回転ブラ
シ８Ａを回転させている。転写材Ｐにトナー像を転写させた後の感光ドラム１表面は、接
触部ｅにおいて回転ブラシ８Ａによって摺擦される。これにより、トナー像転写時に転写
材Ｐに転写されないで感光ドラム１表面に残っていたトナー（転写残トナー）は、回転ブ
ラシ８Ａによって補足されて、感光ドラム１表面から一時的に除去される。
【００４２】
　また、回転ブラシ８Ａの芯金８ｂには、バイアス印加電源（第１の電源）Ｓ５によって
、帯電ローラ２による感光ドラム１の帯電極性とは逆極性のＤＣ高圧に、ＡＣ高圧が重畳
されて印加されている。すなわち、トナーの正規の帯電極性と逆極性の直流バイアスであ
る。この「ＤＣ高圧＋ＡＣ高圧」を印加することにより、転写部ｄの通過後に感光ドラム
１表面に残存している潜像電位の履歴が、所定の電位へと収束される。本実施の形態にお
いては、バイアス印加電源Ｓ５から回転ブラシ８Ａに印加されるＤＣ高圧は１００～４０
０Ｖ程度である。重畳されるＡＣ高圧としては、周波数が帯電ロ－ラ２のそれと同じ１０
００～２０００Ｈｚ、ピ－ク間電圧が２００～５００Ｖ程度の矩形波が印加される。
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【００４３】
　また、感光ドラム１上の転写残トナ－は、転写できなかった低帯電、及び転写部分の剥
離放電などにより、逆帯電したトナ－分布が混在している状態である。このため、積極的
にＤＣ高圧と、転写部ｄ通過後のドラム電位（感光ドラム１の電位）との電位差によって
移動ができない状態となっており、回転ブラシ８Ａによる機械的な摩擦により剥ぎ取られ
るが、一部のトナ－は、そのまま接触部ｅを通過していくことになる。
【００４４】
　接触部ｅにおいて、感光ドラム１表面から剥ぎ取られたトナーは、その後、図３に示す
第一トナー移動部材及び第二トナー移動部材であるトナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２に接触す
る。トナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２は、補助帯電ブラシに接触するように設けられ補助帯電
ブラシに付着した転写残トナーを補助帯電ブラシの回転に伴いその軸線方向に向けて移動
させる。第一トナー移動部材であるトナー分散化部材Ｂ１は、図４に示すように、感光ド
ラム１表面の母線方向に沿って長く形成された板状のベース板９と、ベース板９における
回転ブラシ８Ａとの接触面９ａに突設された角柱状の平行な複数のガイドｂ１（第一案内
部）とを有している。平行な複数のガイドｂ１は、回転ブラシの回転方向（移動方向）に
対して所定の角度θの角度の傾きをもって、ベース板９の長手方向に適宜な間隔で並べら
れている。角度θは、４５°≦θ＜９０の範囲内に設定されている。すなわち補助帯電ブ
ラシの母線方向と案内部との小さい方の角度は、０°より大きく４５°以下である範囲で
ある。また、相互に隣接するガイドｂ１，ｂ１については、一部が感光ドラム１の母線方
向にオーバーラップするように形成されている。つまり、感光ドラム１表面から回転ブラ
シ８Ａによって剥ぎ取られたトナーが、必ずいずれかのガイドｂ１に衝突するようになっ
ている。このようなトナー分散化部材Ｂ１に対して、第二トナー移動部材であるトナー分
散化部材Ｂ２は、ガイドｂ１（第二案内部）の角度が－θとなる以外は同様な構成である
。トナー分散化部材Ｂ１は、回転ブラシ８Ａの回転方向に沿っての、接触部ｅの下流側に
配設され、またトナー分散化部材Ｂ２は、トナー分散化部材Ｂ１の下流側に配設されてい
る。なお、以上の説明では、トナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２のそれぞれのガイドｂ１の回転
ブラシ８Ａの母線に対する傾きの角度が逆方向で、かつ絶対値が同じ場合を例に説明した
が、絶対値は必ずしも一致しなくてもよい。
【００４５】
　感光ドラム１表面のトナーは、接触部ｅにおいて、回転ブラシ８Ａによる機械的な摩擦
により、ブラシの回転方向に分散された状態で補足される。こうして回転ブラシ８Ａに補
足されたトナーは、トナー移動部材としてのトナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２のガイドｂ１に
沿って搬送される。これにより、トナーは、図３に示すように、トナー分散化部材Ｂ１、
Ｂ２のガイドｂ１の角度±θと、ガイドｂ１の長さＬで決まる移動距離±Ｌ´（＝Ｌ×ｓ
ｉｎ±θ）だけ、感光ドラム１表面の母線方向に移動することになる。
【００４６】
　感光ドラム１表面から回転ブラシ８Ａによって剥ぎ取られたトナ－の大部分は、このト
ナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２に接触することにより、角度±θ方向、つまり感光ドラム１の
回転方向及び母線方向に分散化されて画像履歴が消去される。分散化されたトナーは、そ
の後、再度、回転ブラシ８Ａに付着し、再度、感光ドラム１と接触することにより、再度
、感光ドラム１表面に移動する。
【００４７】
　本実施の形態では、トナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２の材質として、絶縁性の樹脂材質を採
用している。これは、感光ドラム１から剥ぎ取ったトナ－の帯電極性に影響を与えること
なく、画像履歴のみを消去することが目的だからである。
【００４８】
　上述のハウジング８ａは、図１に示すように、断面が「コ字形」に形成されていて、回
転ブラシ８Ａ、トナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２をほぼ３方から覆っている。また、ハウジン
グ８ａの上流側及び下流側の端部には、感光ドラム１表面との隙間を塞ぐために、トナー
飛散防止シート８ｃが取り付けられている。これにより、回転ブラシ８Ａによって剥ぎ取
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ったトナーが、ハウジング８ａ外部に漏れ出ることを防止している。
【００４９】
　（ｈ）第２の画像履歴消去手段（第２補助帯電手段）
　上述のようにして、回転ブラシ８Ａから再度、感光ドラム１表面に戻されたトナーは、
感光ドラム１の矢印Ｒ１方向に回転に伴って、第２の画像履歴消去手段７に搬送される。
第２の画像履歴消去手段７は、非回転ブラシ７Ａを有している。非回転ブラシ７Ａは、感
光ドラム１回転方向に沿っての回転ブラシ８Ａの下流側に、感光ドラム１ｂの母線方向に
沿って長く配設されている。非回転ブラシ７Ａは、その背面側及び下流側が、上述のハウ
ジング８ａと一体のハウジング７ａによって覆われている。この非回転ブラシ７Ａは、レ
シプロ機構（不図示）によって母線に沿って往復運動するようになっている。回転ブラシ
８Ａから再度、感光ドラム１表面に付着されたトナーは、この往復運動により、さらに母
線方向に均一化される。
【００５０】
　非回転ブラシ７Ａには、バイアス印加電源（第２の電源）Ｓ４から帯電ローラ２と同様
の極性のＤＣ高圧が印加されており、上述の回転ブラシ８Ａの「ＡＣ＋ＤＣ高圧」で履歴
消去される。さらに、均一化された電位との間で、ＤＣ放電が発生する電位差になる条件
で印加される。本実施の形態では、非回転ブラシ７Ａに印加されるＤＣ高圧値は、７００
～９００Ｖの範囲に設定される。
【００５１】
　このＤＣ放電により形成された帯電電位は、図５に示すように、帯電ローラ２に印加さ
れるＤＣ電圧よりも小さい電位条件になるように設定されている。これは、帯電ローラ２
のＤＣ電位を超えるドラム電位を、非回転ブラシ７Ａで付与してしまうと、帯電電位むら
が発生することになるので、これを防止するためである。なお、同図中のＶＬ電位は明部
電位を、またＶＤ電位は暗部電位を示している。なお、本実施の形態では、非回転ブラシ
であったが、回転ブラシであっても問題ない。
【００５２】
　また、感光ドラム１上のトナーは、非回転ブラシ７Ａと感光ドラム１との間のＤＣ放電
によって帯電ローラ２のＤＣ高圧と同極性に帯電される。このとき、トナーの帯電状態は
、現像装置４の中にある現像剤の帯電量と同等レベルまで帯電される。これにより、帯電
ローラ２で形成した電位と、現像装置４のＤＣ高圧とで形成される非画像部電位差によっ
て行われる、いわゆる現像同時クリ－ニングが達成される。
【００５３】
　以上説明したような、少なくとも第１の画像履歴消去手段及び第１履歴消去手段を用い
ることで、主走査方向のトナー濃度の比率に偏りがある画像を多く出力しても、補助帯電
手段の長手方向における転写残トナーの分布の偏りを小さくすることができる。これによ
り、安定して画像履歴を消去することができる。そして、感光体に形成された静電潜像を
現像器により現像するとき、補助帯電ブラシにより帯電された転写残トナーを現像器へ回
収可能である。
【００５４】
　＜実施の形態２＞
　上述の実施の形態１では、第１の画像履歴消去手段８のトナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２は
、感光ドラム１母線方向には不動であった。本実施の形態では、これら第１及び第２のト
ナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２を感光ドラム１母線方向に往復移動可能に構成し、これをレシ
プロ機構（不図示）によって移動させることで、母線方向のトナーの分散能力をさらに高
めるようにした。
【００５５】
　レシプロ機構は、例えば、上述の非回転ブラシ７Ａを移動させるためのレシプロ機構を
兼用することができ、この場合には、個別に設ける場合に比べて構成を簡略化することが
できる。
【００５６】
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　このように、第１及び第２のトナー分散化部材Ｂ１，Ｂ２を母線方向に往復移動させる
ことにより、母線方向へのトナーの分散性を一層高めることができる。さらには、感光ド
ラム１へ再付着したトナーを、非回転ブラシ７Ａを用いてさらに均一化しながら、トナー
への電荷注入の均一化と、帯電ローラ２へ供給する前帯電電位の安定化を図っている。
【００５７】
　本実施の形態の構成を用いることにより、現像同時クリーニングシステムにおいて、画
像比率が大きい写真画像のような画像を、高速機で連続出力しても、転写残トナーの画像
履歴によるゴースト画像や、帯電ローラ２に対する局所的な汚れを発生させることなく、
安定した画像形成を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】画像形成装置の概略構成を模式的に示す図である。
【図２】感光ドラムの層構成を説明する図である。
【図３】トナー分散化部材の構成及び配置を説明する図である。
【図４】トナー分散化部材における回転ブラシとの接触面に突設されたガイドを説明する
斜視図である。
【図５】画像形成中に、感光ドラム周囲で形成される電位の概略を説明する図である。
【図６】従来のクリーナレス方式の画像形成装置の概略構成を説明する図である。
【符号の説明】
【００５９】
１　　　　　感光ドラム（感光体）
２　　　　　帯電ローラ（帯電器）
３　　　　　露光装置（光学系）
４　　　　　現像装置（現像器）
７　　　　　第２の画像履歴消去手段
７Ａ　　　　非回転ブラシ（第２のブラシ部材）
８　　　　　第１の画像履歴消去手段
８Ａ　　　　回転ブラシ（補助帯電ブラシ）
Ｂ１　　　　第１トナー分散化部材（第一トナー移動部材）
Ｂ２　　　　第２トナー分散化部材（第二トナー移動部材）
ｂ１　　　　ガイド（第一案内部、第二案内部）
Ｓ４　　　　バイアス印加電源（第２の電源）
Ｓ５　　　　バイアス印加電源（第１の電源）
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